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1．はじめに 

我が国は，都市空間を形成する各構造物の老朽化お

よび超高齢化社会に係わる諸課題を抱えている．その

中で，高齢者も快適で豊かな生活を過ごせるスマート

エイジングシティを形成するには，都市空間および人

の高齢化の実態を把握する必要がある．現在は，パーソ

ントリップ調査や点検記録等の統計資料を用いて実態

把握しているが，必ずしも用途に適した鮮度（更新頻度）

ではない課題がある 1)．近年は 24 時間 365 日取得でき

る都市・交通ビッグデータが注目され，社会インフラや

交通実態の分析・可視化の技術開発が進められている 2)．

両者のデータは互いに鮮度・精度で補完関係にあり，組

合せにより実態把握や将来予測の高度化に寄与できる

と考えられる．また，今後，社会インフラおよび人の高

齢化に着目した研究が活発になることが予想される． 

本稿は，社会インフラおよび人の高齢化の実態を把

握するための統計資料や交通ビッグデータを考察する． 

2．研究方法 

本研究では，まず，都市交通計画および公共構造物の

維持管理で用いられている統計資料や交通ビッグデー

タの特性を調査する．次に，社会インフラおよび人の高

齢化に係わる捕捉事項の要件を抽出する．そして，その

要件を満足する分析手法を考案する． 

本稿は，高齢化の実態把握に係わる要件を満足する

分析手法の考案および分析の一部を報告する． 

3．都市交通計画及び公共構造物の維持管理に係わる

統計資料の実態調査 

本研究では，東急電鉄沿線の市区（東京都大田区，品

川区，渋谷区，世田谷区，町田市，目黒区，神奈川県川

崎市，大和市，横浜市）を対象に都市計画マスタープラン

の内容を調査した．その結果，現状の急速な高齢化で急

務となる高齢者の生活支援，災害に備え老朽化が進行し

ているインフラの補修および継続した維持管理が目標と定

められていることが明らかとなった． 

次に，地方公共団体，鉄道事業者や道路事業者におけ

る PDCAサイクルの実施事業および用いている統計資料を

調査し，比較した．表-1に事業者別の PDCAサイクルの目

的，内容，実施事例および用いている統計資料の例を示す．

各主体にてインフラの安全対策や利便性向上を目指す事

業を対象に PDCAサイクルが実施されていたが，統計資料

は評価対象年次と不整合となっている事例が散見された． 

さらに，社会インフラおよび人に関する統計資料の調

査頻度を調査した．その結果，市区町村単位で高齢化の

実態を把握できる統計資料は，e-Stat（政府統計の総合

窓口）で 14 件あり，調査頻度は 1 ヶ月〜10 年に 1 度で

あることが明らかとなった．また，行政および事業者の

台帳管理を事例により調査した．その結果，行政では水

道施設整備台帳，鉄道では設備固定資産台帳，道路では

道路台帳等が確認された．しかし，台帳の多くは非公表

であり，記載項目までは確認ができなかった． 

4．交通ビッグデータの特性調査 

本研究では，社会インフラおよび人の高齢化の実態

把握へ利用が期待される交通ビッグデータを都市計画

分野の熟練技術者の方々と意見交換により抽出した

（表-2参照）．それぞれの交通ビッグデータは，性別・

年齢階層別にデータが蓄積されているため，人の高齢

化の分析ができると考えられる．スマートフォンや IC

カードの保有率の推移を考慮すると，今後，ますますデ

ータを取得できると期待される．また，構造物センサー

を設置し，24時間365日データを記録し続けることで，

社会インフラの経年変化も把握できると考えられる． 

5．高齢化に係わる捕捉事項の要件の抽出 

本研究では，社会インフラおよび人の高齢化に係わ

る捕捉事項の要件を抽出した（図-1 参照）．図-1 に示

すとおり交通ビッグデータを組合せることで高齢者の

消費行動，駅勢圏，急勾配等の身体の負担となる箇所 
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表-1 事業者別の PDCA サイクルの内容および事例  

 表-2 高齢化の実態把握に活用できると考えられる 

交通ビッグデータの特徴および内容 

図-1 社会インフラおよび人の高齢化に係わる交通 

 ビッグデータおよび捕捉事項の要件抽出 

および老朽化した構造物の利用者数を把握できると考

えられる． 

6．高齢化の実態把握に係わる要件を満足する分析 

本研究では，前章で挙げた捕捉事項を満足する交通

ビッグデータの分析手法を考案した．その成果の一端

として図-2 は高齢者の消費行動を把握する分析手法を

示している．はじめに平休日別・性別・時間帯別の滞留

人口を算出し，交通系 IC カード等の交通手段データを

加え，対象エリアまでの交通手段を把握し，最後に購買

データを加えることで購買行動別に分類する． 

図-2の滞留人口の算出例として，二子玉川駅周辺（図

-3 参照）における 2014 年～2016 年のいずれも 4 月の

性別・年齢別人口分布統計を用いて，高齢者（60 歳代，

70 歳代）の 1 時間毎の滞留人口を平休日別に分析した

（図-4参照）．平休日ともに居住者と判断できる夜間人

口に比べ，日中は滞留している高齢者が増えており，経

年で比較してもほとんどの時間帯で滞留人口が増えて

いた．このように人口分布統計を用いると，高齢者は他

の地域から来街し，年々，増加していることを明らかに

できる．今後の課題としては人口分布統計より算出し

た結果と交通手段および都市内の回遊行動や消費行動

とを関連づける手法の考案が挙げられる． 

7．おわりに 

本研究では，都市交通計画や公共構造物の維持管理

で用いられている統計資料および交通ビッグデータの

特性を調査した．さらに，社会インフラおよび人の高齢

化に係わる捕捉事項の要件を抽出した． 

今後は，構造物の維持管理データと複数の交通ビッ

グデータ同士のデータの関連づけ手法を考案し，社会

インフラおよび人の高齢化の実態把握や高齢化の対策

事業の評価への適用を推進する． 

図-2 高齢者の消費行動の分析手法 

 

 

 

地図出典：Google map 

図-3 滞留人口の分析対象とした圏域 

図-4 高齢者の 1 時間ごとの滞留人口の変遷 
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事業者 目的 内容 事例 使用している統計例

地方公共団体
各種施策事業の推進

ならびに進行管理

目標及び事業進捗の達成

状況等を検証・評価

東京都　都市計画

道路整備方針

国勢調査

住民基本台帳

鉄道事業者
安全施策の確実な実施と

自律的，継続的な改善

重点安全施策の取り組み

を審議

小田急電鉄

複々線化事業

大都市交通センサス

パーソントリップ調査

道路事業者
構造物の経年劣化や

潜在的リスクへの対応

長期的な安全性向上を目指

した設計・施工・点検・補修

新東名高速道路

建設事業

全国道路・街路交通

情勢調査
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名称 明らかになる内容 活用するメリット 他と比較したデメリット

人口流動統計 携帯電話基地局間の移動人数 性別，年代別の時間変動 目的，移動手段が不明

交通系ICカード 鉄道，バス利用者の乗降履歴 乗り物を使った移動把握 目的が不明

プローブデータ 人，車，自転車の移動軌跡 交通量の把握 目的が不明

クレジットカード 人，店舗ごとの消費行動 性別，年代別の消費特性 消費行動の前後の動きが不明

配送情報 荷物の移動軌跡 買い物が難しいエリアの把握 荷物の詳細が不明

人口分布統計
携帯電話基地局の運用
エリア内にいる人数

性別，年代別の時間変動 目的が不明

Wi-Fi Wi-Fiの接続エリア内にいる人数 屋内における人数の取得 属性が不明

施設利用データ 施設の利用者数 利用時間の特性 利用者の前後の動きが不明

駐車場・駐輪場
利用データ

自動車，自転車の出入庫記録 利用時間，立地特性 目的が不明

トラフィックカウンター 車両の通行台数 時間帯別の通行台数の把握 通過前後の動き，目的が不明
SNS 位置情報と感情の関係 感情の把握 属性が不明

防犯カメラデータ 人の通行人数 時間帯別の通行人数の把握 目的が不明

加速度センサー 線路や架線の状況把握 日常的な点検，監視 設置されているものに限定

センシングデバイス エレベーター等の老朽化 日常的な監視 設置されているものに限定

ネットワーク地図 道路の幅員，勾配 急勾配箇所の把握 年代別の比較が困難

住宅地図 構造物の属性（木造等）
木造，住宅密度
（火災に対する弱さ）

築年数が不明

不動産価格 不動産価格の変動 土地，建物の価値 属性が不明

電力使用量 家庭の電力消費量 人数，生活時間帯の推定 誤差の補正が困難

動
線

定
点
（

分
布
）

購買品目・購買額
による分類

人口分布統計
性別・年齢別人口

購買データ
平休日による分類

時間帯（1時間単位）
による分類

性別による分類

目的・アクセス手段
による分類

消費行動別来街
高齢者の人数

人口流動統計
交通系ICカード等

クレジットカード、
交通系ICカード等

交通手段データ
高齢者の性別・平休日
別・時間帯別滞留人数

二子玉川駅 
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